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1. 背景
様々な地図情報サイトより地点名からその場所の地図
を表示するサービスが提供されている．また，インター
ネット上で検索可能な情報と，その情報に関連する地理
的な位置を地図上に表示するサービスが一般的になって
いる．

Google[1]では Google Maps API[2]を提供している．
この APIでは，JavaScriptを使って，自分のWebペー
ジにGoogle Mapsから取得した地図情報を表示したり，
Google Mapsと同じポップアップに自由にコンテンツや
情報を加えたり，マーカーを使って地図上に印を付けた
りすることができる．これにより，誰でも個人のWebサ
イトにおいて，地図を用いて様々な情報を提供する事が
可能になった．

2. 問題点
前章で述べた Google Maps API を用いるためには，
マーカーやポップアップなどを出力したい位置，表示し
たい地図の位置の緯度と経度の値を JavaScriptに記述
する．Google Maps APIは，JavaScriptに記述された
緯度と経度の値を元に地図と加えられた情報を地図上に
配置して出力する．APIを使うユーザは，緯度と経度の
値をあらかじめ調べ，その値を JavaScriptを含むソース
コードに記述しておかなければならない．しかし，ユー
ザにとって緯度と経度の値をあらかじめ調べておくのは
困難である．
緯度と経度の値を調べるためのサービスである，

Geocoding.jp[3] というサイトでは，緯度と経度の値を
検索するための API[4]が提供されている．しかし，こ
の APIでは 5秒間に 2度以上のアクセスをする事を控
えるようアナウンスされている．そのため，動的に情報
が生成されるコンテンツを作成する際，地図を表示する
たびにGeocoding.jpの APIにアクセスする事はできな
い．また，Geocoding.jpのAPIはWebからアクセスし
て利用するよう設計されているため，プログラムの内部
においてこの APIを利用するためには，httpのアクセ
スをするための実装をしなければならず，利用するため
にかかるコストは大きい．
このように，Google Maps APIを利用する際に，地

図上に示したい位置の緯度と経度の値をあらかじめ調べ
ておかなければならない．そのため，コンテンツが登録
され，コンテンツを動的に生成する前に，あらかじめ緯
度と経度を検索し，Google Maps APIを利用するサイ
トがあるホスト内に情報を保存しておく必要がある．
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図 1: 設計概要

3. 目的
本研究では，前章で述べた問題を解決するため，コン
テンツが登録され，コンテンツの情報がストアされるの
と同時に，緯度と経度の値を同時に保存できるような仕
組みを構築する事を目的とする．また，緯度と経度の値
を解決する仕組みをサーバとして外部に設置する事によ
り，解決された緯度と経度の情報を，様々なホストから
利用可能とする．

4. 設計
前章で述べた目的を達成するための設計を行う．

4.1 設計概要
設計の概要を図 1に示す．
本研究では，緯度経度解決を行うための仕組みを，

Geocoding Moduleとしてモジュール化する．このモジ
ュールをインターネット上でアクセス可能なホストにサー
バとして実装する．これにより，インターネット上の様々
なホストから解決された緯度経度情報を利用可能にする．
同時に，緯度経度情報を利用するホストにおいても，緯
度経度情報を解決するにあたって発生する実装コストを，
インターネットを用いたソケット通信を行う事によって
軽減させる事が可能となる．
次節からは，Geocoding Moduleの設計の詳細につい

て述べる．

4.2 Geocoding Module
Geocoding Moduleは，大きく分けて Interface部，緯

度経度情報ストア部，緯度経度解決部，初期設定部に分
けられる．

4.2.1 Interface部

ここでは，緯度経度情報を利用する他のホストからの
緯度経度解決要求を受信する．要求はインターネットを用
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いたソケット通信で行う．そのため，Geocoding Module
自体を daemonとして常駐させ，他のホストからの接続
を待つ．この際に，接続を受け付ける port番号は，後
述の設定ファイルにて指定する．
緯度経度情報を利用するホストにおける実装コストを
軽減させるため，緯度経度解決要求として受け付けるの
は，緯度経度解決を行いたい住所，あるいは地名の 1文
字列とする．Geocoding Moduleからの応答は，要求に
対応する緯度と経度の値のペアをコロンを用いて区切り，
送信する．Geocoding Moduleにおいて解決できなかっ
た場合は，NULL文字を送信する．応答の送信が完了す
ると，通信を修了する．このように，通信の内容を単純
化する事により，1処理あたりの処理時間を短縮する事
が可能になる．

4.2.2 緯度経度情報ストア部

Geocoding Moduleは，Interface部で受信した緯度経
度解決要求に含まれる文字列が，Geocoding Moduleに
おいて管理されるデータベースの中に格納されているか，
検索を行う．データベースの中に対応する情報がなかっ
た場合には，緯度経度解決部において，緯度経度情報を
取得し，データベースに格納する．これは，緯度経度解
決部において利用される，外部の緯度経度情報提供サー
ビスの負荷を下げるためである．
緯度経度解決部において緯度経度情報の解決が行え
なかった場合には，検索に用いた文字列を緯度と経度の
値が NULLのデータとしてデータベースに情報を格納
する．
また，情報の正確さを保つために，データベースに情
報を格納する際に登録した日時の情報も加え，初回登録
時から一定期間たった情報については，再度，緯度経度
解決部によって情報の再取得を行う．

4.2.3 緯度経度解決部

緯度経度解決部では，緯度経度情報ストア部からの情
報に応じて，Interface部で受信した緯度経度解決要求に
含まれる文字列を，外部の緯度経度情報提供サービスへ
問い合わせを行う．この際，問い合わせを行う緯度経度
情報サービスは，後述する設定ファイルにて指定可能と
する．
外部の緯度経度情報提供サービスは，複数の候補が当
てはまる様な抽象的な文字列で検索を行うと，候補とな
る文字列を応答する場合がある．このように，一度で緯
度経度情報を解決できない場合には，候補として挙げら
れた文字列を用いて，再帰的に検索を行い，緯度経度情
報を取得する．
また，検索に用いた文字列に対応する緯度経度情報を
取得できなかった場合には，エラーコードを緯度経度情
報ストア部に返す．

4.2.4 初期設定部

Geocoding Moduleでは，Moduleが daemonとして
起動する際に必要な，他のホストからの接続を待ち受け
る port番号の指定，および，緯度経度解決に用いる外
部の緯度経度情報提供サービスを行っているサイトの情
報を，設定ファイルに記述する．

Geocoding Module起動の際に，初期設定部において
設定ファイルを読み込み，他のホストからの接続の待ち受
けを行うソケットの作成，緯度経度解決部の設定を行う．

5. 実装
本研究における，Geocoding Moduleの実装環境を表

1に示す．

OS Debian GNU/Linux (Sarge)
Linux Kernel 2.6.8

Language Java
Database PostgreSQL

Network Protocol TCP/IP

表 1: 実装環境

6. まとめ
本研究では，Google Maps APIを利用するために必要

な，緯度と経度の値を解決するためのモジュールをネッ
トワーク上に実装した．
本研究により，外部の緯度経度情報提供サービスの制
約に囚われる事なく，動的な位置情報コンテンツの作
成を，低い実装コストによって実現する事が可能になっ
た．また，緯度と経度の値を解決するためのモジュール
をネットワーク上に配置した事により，ネットワーク上
の複数のWebサーバにおける位置情報コンテンツから
Geocoding Moduleを利用することができ，動的な位置
情報コンテンツを作成する際の実装コストを低減する事
が可能になった．
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